
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

『おしゃべりな絶滅動物たち』 
川端裕人／著  岩波書店 （482） 

 

地球の誕生以降、地球上には多くの生物が誕生し、消滅していきまし

た。本書では、つい最近まで地球上に存在していた近代の絶滅動物た

ち５種に注目し、その絶滅に人間がどう関わったのか、そして未来につ

いて考えていきます。 

絶滅は生命の歴史の中では必然的なもので、すべての生命種はいず

れ絶滅します。本書が恐竜などの古代生物ではなく、「近代の絶滅」に

限定して取り上げているのは、それらが「会えそうで会えなかった」動物

だからです。絶滅しなければ直接会えて、なき声を聴くこともできた動物

たち。彼らの絶滅を早めた原因が人間にあったのならば、その原因を探

ることで、今後絶滅していく動物たちを守れるかもしれません。 

ドードーやステラーカイギュウなど、もうすでに物語の中でしか見るこ

とのなくなった、でもかつては地球上に確実に存在していた動物たち。

彼らの生きていた痕跡を拾い集めるうちに人間の愚かな行いばかりが

見えてきます。しかし一方で、人間が生み出した技術によって絶滅種を

「復活」させようという研究もあるようです。都合のよいことを、と思いな

がらも期待せずにはいられません。（よ） 

☆今月の１冊☆ 

 
 日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 
 

4 5 

6 
おは森 

7 8  9 10 
ちい森

11 12 
 

13 
おは森 

14 15 
 

16 １7 
 

１8 
アルプラ 
移動図書館 

19 

おは森 

21 
 

22 23  ２4 
ちい森 

in中主 

25 
 

26 

27 
おは森 

28 29  
昭和の日 

30    10：30～12：00 
アル・プラザ野洲で本を

お借りいただけます 
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あたらしく図書館に入ってきたものから、 

注目の本をピックアップしてご紹介します。 

 

『そして奇妙な読書だけが残った』 

大槻ケンヂ/著 本の雑誌社（019.9） 

 

本とオカルトを愛するオー

ケンの奇妙な読書エッセイ。

僕だけが憶えている本、コロ

ナ禍でのライブと猪木の言

葉、目羅博士的跳躍に書店怪

談…。驚いたり、思い出した

り、しみじみしたり。インタ

ビューや単行本未収録エッ

セイも掲載。 

 
  

『考古学者だけど、発掘が出来ません。 

多忙すぎる日常』 

青山和夫/著 ポプラ社（202.5） 

 

とにかく休みが来ない！毎

日 17 時間労働、2 泊 4 日の

エジプト弾丸ツアー、毎日

300 ページ以上の英語文献

を読む…。忙しすぎて発掘調

査が出来ません! 3 人の考古

学者たちが綴る「働き方改革」

とは無縁な日々。 

 

『M/E』 

川内倫子/写真・構成 torch press（748） 

母なる大地「Mother Earth」

の頭文字をとると「M/E」。自

然と人間のつながりという

原点に立ち返り、激動の時代

の中で世界を見つめ直す。

2022 年刊行の同名展覧会図

録とは異なる内容の最新作。 

 

『日本語からの祝福、日本語への祝福』 

李琴峰/著 朝日新聞出版（810.4） 

    

台湾で生まれ育った芥川賞作

家は、日本語の何に魅了された

のか。愛憎入り混じる外来語、

四文字の宇宙、震災と留学、音

を科学する魔法…。15 歳まで

は「あいうえお」も知らなかっ

た著者が、第二言語として日本

語を学ぶことの面白さと困難

さを綴る。 

 

『大人をお休みする日』 

文月悠光/著  角川春樹事務所（911.56 ﾌｽ） 

 

「大人」をお休みする日があっ

ても、それは「わたし」を生き

るため。中原中也賞受賞詩人に

よる、恋と暮らしに寄りそう第

5 詩集。雑誌「mina」「婦人之

友」人気連載を含む、著者最多

の 45 篇を収録。 

 

 

『C 線上のアリア』 

湊かなえ/著 朝日新聞出版（913.6 ﾐﾅ） 

両親を亡くした美佐は叔母に

引き取られ、高校時代を山間部

の田舎町で過ごす。それから

30 年、認知症の症状が見られ

る叔母を訪ねると家はごみ屋

敷と化していた。片付けをする

中で見つけたのは…。先が読め

ない「介護ミステリ」。 

 

『徳川御殿の考古学』 

江戸遺跡研究会/編 吉川弘文館（Y 210.5） 

  
将軍や大御所らの外出時に宿

泊・休憩施設として使用された

徳川御殿。野洲市の「永原御殿」

など各地の御殿を取り上げ、そ

の役割、軍事的機能や遊興的性

格の有無などを、多角的な視点

から追究した御殿研究書。



請求記号 タイトル 著者名 出版社 

S 318.26 えっ!死ぬとか生きるとか、知事命令? 
滋賀県総合企画部企画

調整課企画第二係／著 
文芸社 

S 686.21 ガチャコン電車血風録 土井勉／著 岩波書店 

159 ﾋﾆ 非認知能力 中山芳一／監修 新星出版社 

180.4 仏教由来の日常語事典 
大正大学綜合佛教研究所
現代日本語における仏教
語源研究会／編 

丸善出版 

210.46 室町アンダーワールド 垣根涼介／著 宝島社 

227.9 イスラエルについて知っておきたい 30のこと 早尾貴紀／著 平凡社 

365.3 私が選ぶ高齢期のすまい活 近山恵子／著 彩流社 

367.99 性的同意は世界を救う 斉藤章佳／著 時事通信出版局 

369.2 図解でわかる生活保護 鈴木忠義／編著 中央法規出版 

369.4 子育て世帯がもらえるお金のすべて 高山一恵／著 彩図社 

371.42 誰にも頼れない不登校の子の親のための本 野々はなこ／著 あさ出版 

385.6 もう困らない!墓じまい・仏壇じまい 小西正道／監修 成美堂出版 

391.1 戦争の思想史 中山元／著 平凡社 

404 この世界を科学で眺めたら 吉田伸夫／著 技術評論社 

450 大人のための地学の教室 鎌田浩毅／著 ダイヤモンド社 

507.1 発明が変えた世界史 祝田秀全／監修 朝日新聞出版 

590.4 小さなエンジンで暮らしてみたら 一田憲子／著 大和書房 

594.3 コットン糸で編む洗える手編みのハンドタオル  アップルミンツ 

596 せいろレシピ サヤ／著 KADOKAWA 

615.6 農家が教える厄介な雑草の叩き方 農山漁村文化協会／編 農山漁村文化協会 

645.7 私が死んだあとも愛する猫を守る本 富田園子／著 日東書院本社 

718.08 体感する仏像 村松哲文／編著 NHK出版 

837.8 推し活英語フレーズ大全 粉川理沙／著 ナツメ社 

913.57 ﾏﾂ 草双紙って何? 松原哲子／著 平凡社 

913.6 ｺﾝ 風待荘へようこそ 近藤史恵／著 KADOKAWA 

913.6 ｼﾏ 天使は見えないから、描かない 島本理生／著 新潮社 

913.6 ｼﾝ 目には目を 新川帆立／著 KADOKAWA 

914.6 ﾌｶ はざまのわたし 深沢潮／著 集英社インターナショナル 

933.7 ｸｱ バベル 上・下 R.F.クァン／著 東京創元社 

L 913.6 ﾖｼ 大活字本シリーズ吉川英治三国志 全 10巻 吉川 英治／著 三和書籍 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜つれづれノート＞ 

昔から好きなバンドやミュージシャンはいましたが、いわゆる

「推し」という感じではありませんでした。ところが急に 20 代

のキラキラした男子たちにドハマりし、推し活がスタート。先日

は推しに会うためにプレゼント持参で心斎橋へ。推し２人に挟

まれて撮ったチェキは宝物です。推しの言動に励まされ、愛お

しさが募る日々。推しには健康で幸せに過ごして欲しい。生き

ていてくれるだけで尊い存在。毎日癒しをありがとう。（よ) 

野洲市の図書館のご案内 
 

野洲図書館（本館） 

〒520-2315 野洲市辻町 410番地 

TEL  077-586-0218 

FAX 077-587-5976 

開館時間：火～日：10：00-18：00 

 

野洲図書館中主分館（北部合同庁舎内） 

〒520-2423 野洲市西河原 2400番地 

TEL  077-589-3382 

開館時間：火～日：10：00-17：15 

蔵書点検期間 ４月１４日(月)～１８日(金) 

年に一度の蔵書点検作業のため休館させていただきます。 

「蔵書点検」とは図書館が持っている全ての資料があるべき棚

にきちんと収まっているか、無くなっているものがないかを点検

する作業のことです。 

ご不便をおかけしますが、皆さまのご理解とご協力をよろしく

お願いいたします。 

なお、普段は休館日となる第 1木曜日の４月３日は、 

臨時開館いたします。どうぞご利用ください。 

＜ 本館の空調工事が終了しました！ ＞ 
2024年 11月から実施していた空調工事が完了しました。 

寒い季節に暖房が入らない期間が長く続き、ご不便をおかけしました。 

3月からはおはなし会や会議室などの貸館事業も再開しています。 

みなさまぜひご利用ください。 

本館の拡大読書器を 

中主分館に移しました 

◆としょかんカードの登録情報にお変わりありませんか？◆ 

電話番号や住所など、登録情報が変わられた方は、図書館で

登録の変更手続きをお願いします。 

図書館では、小さい文字が読みにくい人のために、拡大読書器を

ご用意しています。 

読みやすさに合わせて、文字や画像を拡大してモニターに映すこ

とができる読書サポート機器です。 

この度、本館にあった拡大読書器を、中主分館に移しました。本館

では、拡大鏡やルーペをご利用いただけます。カウンターでお尋

ねください。 

＜中主分館でのファクス受信終了について＞ 

北部合同庁舎の電話回線更新に伴い、図書館中主分館でファクスを受信することができなくなりました。 

中主分館へファクスでご連絡が必要な方は、図書館本館でいったんご用件を承りますので、図書館本館 

（ファクス番号 077-587-5976）へファクスを送信してください。 


